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岡
山
藩
ミ

大

阪
、r、.

の

海

運

黒

正

巌

私
は
先
に
江
戸
岡
山
間
由
海
越
に
つ
き
岬
か
研
究
を
試
恥
た
。
岡
山
江
戸
問
。
画
商
刷
係
は
岡
山
藩
全
般
の
紐
祷
に
到
し
て
左
越
誼
大
山
意
味
を

有
せ
ず
、
そ
の
海
運
は
附
随
的
の
も
白
と
せ
ら
れ
、
只
江
戸
在
住
山
岡
山
藩
白
役
人
及
び
時
々
回
闘
係
者
由
直
接
消
費
又
は
給
典
と
し
て
来
般
を
輪
選

す
る
由
が
主
要
目
的
で
あ
っ
た
。
之
は
誼
隔
心
地
に
あ
る
政
泊
的
都
市
と
し
て

ω
江
戸
に
劃
す
る
必
然
的
醐
怖
に
し
て
、
「
米
遺
ひ
純
情
制
」
山
下
に

於
け
る
特
有
田
現
議
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

一
般
貨
物
を
管
制
。
目
的
を
以
て
趨
々
江
戸
へ
謹
詮

L
、
之
を
ほ
暗
に
市
場
へ
供
給
す
る
が
師
き
は
、

縄
々
自
動
よ

mJ且
て
不
利
に
し
て
、
極
晶
て
稀
に
行
は
れ
た
に

F
ぎ
由
。

鼎
る
に
大
限
岡
山
岡
山
事
情
は
之
と
大
に
異
る
。
岡
山
藩
は
大
阪
に
藤
一
陣
政
を
設
け
て
租
貢
米
の
直
捌
は
却
論
、
挫
そ
白
他
山
藩
政
府
所
有
白
藤

物
の
販
買
を
な

L
、
又
政
府
自
必
要
品
を
大
肱
よ
り
購
入
す
る
坊
品
諜
肉
出
船
舶
を
し
て
之
が
謡
選
出
義
務
を
負
は
し
品
た
。
従
て
大
限
の
髄
情
事

情
由
艶
牝
は
直
ち
に
岡
山
藩
政
府
四
財
政
経
憐
に
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
ふ
が
加
を
槙
め
て
緊
密
な
胤
係
に
在
っ
た
。
又
藩
内
白
人
民
も
年
々

多
品
耳
白
特
産
貨
物
走
大
医
市
場
に
詮

H
又
上
方
地
方
、
江
戸
方
面
へ
の
放
行
者
は
多
{
海
路
大
阪
に
赴
い
た
自
で
大
阪
岡
山
間
白
海
上
交
掴
は
甚
だ

繁
盛
走
車
し
た
。

H
私
自
遺
怖
と
す
る
ζ

と
は
、
操
『
会
所
由
文
献
が
主
と
し
て
岡
山
権
時
所
横
山
公
文
書
に
し
て
そ
の
認
さ
る
、
工
事
項
は
多
〈
部
政

情
。
磁
物
由
連
怠
に
刷
す
る
も
白
に
過
を
ず
、
ニ
舵
山
商
業
的
世
話
に
つ
き
て
は
附
々
に
之
彰
悦
且
し
侍
る
に
止
り
、
充
分
に
そ
申
材
料
を
得
ら
れ



な
い
ζ

と
之
れ
で
あ
る
。
併
し
こ
山
公
文
書
白
み
に
よ
る
も
官
時
り
大
阪
岡
山
間
の
海
運
の
大
鐘
を
推
知
し
う
る
し
、
見
特
珠
山
岡
越
に
つ
き
て
は

岡
山
藩
由
主
書
山
方
が
え
阪
に
存
す
る
文
古
よ
り
も
詳
細
に
記
す
る
腕
あ
り
、
大
阪
に
銑
{
る
厨
の
も
の
を
同
山
離
が
識
す
る
と
い
ふ
場
合
も
属
々

あ
る
の
で
、
私
は
主
と
し
て
附
山
北
山
所
政
支
古
に
よ
ワ
て
、
以
下
同
山
大
肱
川
山
海
辺
心
有
桂
を
記
越
す
る
。

大
阪
登
り
米
の
運
送
法

岡
山
務
が
大
阪
へ
移
送
す
る
成
物
中

ω首
位
を
占
む
る
も
の
は
米
毅
で
あ
っ
て
、
そ
の
数
量
は
年
々
莫
大
の
額

に
上
っ
た
。
岡
山
誠
一
か
江
戸
へ
米
整
官
運
送
す
る
場
合
に
は
或
は
藩
内
の
民
般
に
よ
り
或
は
大
阪
の
鴻
池
山
附
に
よ

っ
た
が
原
則
正

L
て
白
山
契
約
に
基
い
て
行
は
れ
た
。
然
る
に
大
阪
へ
り
叫
す
米
は
そ
の
数
量
甚
だ
多
き
争
以
て

ー
に
強
制
的
に
務
内
の
民
舶
を

L
て
そ
の
運
送
ぬ
こ
ご
に
常
ら
[
め
た
o

郎
ち
阿
山
町
.
金
岡
、
西
大
寺
、
片

上
北
浦
・
小
串
H
A

び
川
州
内
七
例
町
村

ω舟
持
は
年
々
の
整
り
米
を
村
々
の
舟
数
に
按
分
し
て
迩
迭
す
る

ω義
務

ι有
す
る
ピ
共
仁
、
そ
の
護
法
制
占
を
有
す
る
を
常
ご
し
、
特
別
の
事
情
な
き
限
り
他
村
の
船
舶
が
時
で
米
を
運

送
ず
る
こ
さ
は
な
か
っ
た
o

部
政
府
も
自
ら
舶
を
建
造
し
て
版
物
の
迩
迭
を
試
み
た
り
れ
ど
も
川
到
底
民
般
の
運

活
力
仁
は
及
ば
す
、
海
運
上
に
は
さ

Lτ
重
要
の
意
義
を
有
(
な
か
っ
た
。

こ
の
蓮
法
濁
占
の
法
が
制
定
せ
ら
れ
た
の
は
何
附
の
頃
か
明
か
で
な
い
が
‘
寛
文
十
年
八
月
右
七
ク
町
村
の
舟

年
寄
及
び
名
主
が
連
名
仁
て
舟
持
ぬ
縛
め
に
務
政
府
へ
請
願
L
h仏
文
書
仁
よ
る
も
、

巳
に
久

L
吉
以
前
か
ら
こ
の

制
訟
の
め
っ
た
ニ
正
が
推
察
出
来
る
。
之
等
七
ケ
町
村
の
舟
持
は
撃
ち
米
連
時
誌
の
獅
占
維
を
有
L
た
正
は
い
て

必
宇

L
も
常
に
利
益
を
資
L
h
L
ご
は
限
ら
守
、

時
に
非
常
的
迷
惑
を
家
っ
た
場
合
も
ゐ
っ
た
。
舟
持
を
困
難
せ
し

詑

多H

岡
山
部
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大
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と
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海
運
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九
入
)

九
O
O

都
大
雄

め
た
最
大
の
理
由
は
、

か
の
江
戸
岡
山
聞
の
海
運
に
於
け
る
吉
岡
保
、

欠
米
賠
償

ω問
題
で
ゐ
っ
た
o

寛
文
十
年

九
月
に
は
例
年
よ
b
多
量
に
蔵
米
を
大
阪
に
上
ら
せ
る
こ
正
に
な
っ
た
の
で
七
ケ
町
村
の
舟
持
共
は
漣
名
に

τ藩

L 政
1~ 府

~II 具ー
も申
L 

増
加
部
分
丈
け
.
は
従
来
蔵
米
の
運
送
に
参
加
せ

5
hリ
L
浦
逃
の
舟
持
に
品
川
指
せ

L
め
よ
ピ
歎
倒

一
、
今
度
御
上
最
大
分

ι御
上
せ
被
結
成
倣
叫
削
細
リ
枇
帯
保
共
官
候
、
就
央
叫
年
積
車
り
申
候
仰
割
符
米
榊
諦
相
中
上
松
分
に
て
も
山
判
持
中
致
控

惑
備
員
常
年
は
例
年
よ
り
多
御
上
せ
髄
錦
成
僻
山
左
慌
に
て
陪
舟
材
中
何
什
円
品
目
迷
惑
依
、
仲
仕
上
制
手
刑
不
制
供
棋
に
主
山
御
惑
に
僻
帥
H
A述
部

に
#
有
供
、
掛
る
」
は
制
銅
山
到
制
山
判
油
バ
今
高
柳
上
り
米
税
不
山
叩
供
抑
へ
例
年
よ
り
多
〈
御
上
せ
拙
結
成
供
御
制
符
之
分
制
品
仰
付
触
下
似
は

、
品
雌
有
可
事
存
似
事
、

一
、
大
出
掛
脚
上
米
近
年
は
袋
許
制
臓
に
て
簡
単
升
U
に
大
尉
制
識
に
て
棚
上
中
時
欠
立
巾
供
は

h
k米
自
一
倍
宛
制
収
被
錨
成
候
ケ
様
に
御
座
候
は

ト
式
欠
を
立
巾
叩
舟
は
欠
代
に
迷
惑
仕
リ
大
舟
は
小
舟
に
仕
小
舟
は
由
測
を
世
巾
操
に
も
末
々
悩
成
航
牛
哉
と
船
持
巾
迷
惑
仕
航
、
如
嗣
に
械
錦
仰

付
被
下
悦
は
h

雛
布
事
端
存
般
事

寛
文
十
年

λ
H
H四
日

右
七
ム
ソ
町
村
骨
年
寄
名
主
辿
名

舟
手
札
中
行
=
↑
人
ι拙

そ
よ
で
同
年
九
月
一
日
に
は
A
T
を品目

Lτ
、
「
嘗
年
は
大
坂
へ
上
る
御
蔵
米
加
子
姉
の
分
割
前
刊
に
て
積
せ
可
申

一
帯
、
」
「
欠
米

ω儀
只
今
迄
の
補
地
可
申
付
事
」
を
命
じ
た
吋
印
ち
加
千
浦
Z
は
従
来
大
坂
整
米
蓮
陣
地
の
義
務
を
有
L
な

か
っ
た
浦
叫
曜
の
村
落
を
い
ふ
の
で
あ
っ
て
右
の
歎
願
書
の
第
一
項
は
認
許
せ
ら
れ
た
誇
り
で
あ
る
。
然
し
欠
米
の

件
に
つ
き

τは
、
「
欠
米
の
事
最
前
は
欠
立
候
科
叉
俵
に
込
せ
巾
候
左
候
へ
仏
御
米
を
援
h
d
又
鉾
[
候
て
主
克
に
成

同十年八月十ー日掛綱

宜主 1--'1九月一日棋扶記録
2) 

3) 



申
候
、
先
年
大
寄
合
の
時
こ
の
儀
命
議
有
之
・
御
成
米
を
按
候
事
風
俗
悪
敷
儀
に
候
間
欠
を
立
候
者
は
英
一
的
込

せ
欠
な
き
舟
に
は
御
褒
美
被
下
以
崎
市
米
を
抜
事
止
申
慌
に
己

ω儀
に
て
被
仰
付
伎
、
其
の
後
は
欠
米
少
く
相
成
候

ご
り
A
M
議
仁
て
如
此
」
ご
命
じ
た
。
例
年
よ
り
多
〈
筏
h
米
を
蓮
迭
し
た
E
い
γ

ふ
も
果

L
て
幾
何
か
明
か
で
な

い
w
O

そ
の
前
年
度
即
川
り
寛
文
九
年
十
月
八
日
よ
り
十
年
七
月
十
七
日
迄
に
大
坂
へ
上
ら
せ
た
嫌
米
の
高
は
八
高
四

千
二
百
俵
で
め
っ
た
。
寛
文
十
年
以
来
多
量
り
戒
米
を
上
ら
し
う
る
に
至
っ
た
理
由
は
、
周
年
よ
り
諸
事
俄
約
・
佐

賀
行

L
、
財
政
緊
縮
・
行
政
盤
強
の
方
針
を
樹
τ
h
h

粕
川
市
、
部
内
に
於
り
る
米
穀
消
提
量
が
減
少
l
滞
外
へ
の
移

出
力
が
増
大
し
た
こ
正
に
図
る
。
こ
の
増
加
せ
る
磨
水
運
迭
を
新
じ
分
指
せ
し
め
ら
れ
た
加
子
浦
は
、
胸
上
、
尻

禅
、
浦
伊
部
、
色
久
郷
、
日
比
、
牛
窓
、
日
生
の
七
ゲ
刺
で
あ
っ
た
。
何
れ
も
五
十
石
以
上
の
犬
舶
を
有
す
る
加

子
捕
で
ゐ
る
。
然
る
に
こ
の
財
政
緊
縮
は
数
年
を
山
で
十

L
て
止
み
ハ
先
年
迄
濁
占
棋
を
有
せ
し
七
ケ
町
村
の
外

に
厚
村
(
一
に
阿
津
村
と
す
、
)
を
加
へ
て
従
来
週
b
濁
占
蓮
迭
を
行
っ
た
町
そ
の
後
夏
に
延
質
五
年

r
a
h
再
び
諸
事
簡

略
の
令
を
批
百
円
L

従

τ大
坂
寮
米
が
増
加
せ
ー
を
以

τ、
又
々
加
子
浦
七
ク
村
を

L
て
益
法
に
奉
加
せ
し
む
べ
き
旨

を
歎
願
し
た
。
か
(
の
如
き
事
情
は
川
市
L
て
獅
占
帥
慌
を
有
す
る
町
村
の
船
納
蓮
逢
カ
の
不
足
に
基
〈
も
の
で
ゐ
る

か
奇
か
は
明
か
で
な
い
り
れ
H

己
も
、
余
の
考
ふ
も
所
に
よ
れ
ば
、
諸
事
簡
略
正
な
り
務
内
の
貨
物
消
費
量
減
少
す

る
時
は
貨
物
の
滞
外
移
出
増
加
す
る
を
以

τ、
蓮
質
的
支
宮
部
政
府
の
成
物
を
運
送
す
る
よ
、
り
も
、
一
般
の
商
人

荷
物
を
蓮
迭
す
る
方
が
遥
か
に
有
利
に
か
ら
、
可
成
運
送
力
を
獲
し
て
民
間

ω需
要
に
膳
じ
よ
う
ご
し
た
も
の
で

は
あ
る
ま
い
か
o

併
L
一
朝
務
外
へ
の
貨
物
移
動
が
減
少
す
る
色
、
兎
に
角
略
は
一
定
量
の
務
政
府
の
臓
物
は
大

坂
へ
上
る
か
ら
・
か
(
の
如
き
場
合
に
は
濁
占
棋
に
よ
っ
て
そ
の
運
迭
の
こ
ご
に
常
h'
海
運
枚
入
増
減
の
保
険
作

説

現i

阿
山
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梅
謹
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、ー

説

苑

岡
山
端
と
大
版
、
と
山
中
市
川
叫

第
二
十
一
巻

(
部
大
規

-
0
0
)

九
O 

用
を
行
っ
た
か
に
忠
は
れ
る
。
舟
持
の
一
五
ふ
が
如
〈
常
に
迷
惑
の
み
を
変
っ
て
ゐ
た
己
は
考
へ
ら
れ
泊
。

岡
山
務
は
そ
の
祖
貰
米
的
牧
減
R
A
ぴ
搬
出
の
便
宜
を
計
る
縛
め
に
舟
運
の
利
仰
を
有
す
る
地
に
米
戒
を
建
設
し

た
。
例
へ
ば
岡
山
、

金
岡
、

片
上
の
三
例
所
に
は
そ
の
最
も
大
な
る
米
戒
が
在
っ
た
。

而
て
-
』
の
減
水
を
大
坂
へ

尤
も
片
上
村
の
舟
は
岡
地
に
米
械
が
在
る

輸
送
す
る
舟
は
そ
の
最
寄
の
米
戒
が
ら
斑
接
に
積
出
す
を
惰
，
己

L
Hル
O

h
u
u
L
z
e

、，ノ・
γ
'

制
キ
〆
ν
品
川

か
ら
そ
ニ
の
米
を
専
ら
運
送
司
べ
き
で
ゐ
っ
た
が
、
特
に
岡
山
よ

h
の
登
り
米
の
蓮
迭
を
も
分
携

t
、

古
交
替
し
て
ゐ
た
慌
で
あ
る
叫
而
て
上
り
米
連
時
誌
の
こ
ご
に
嘗
る
舶
は
餓
批
棋
を
充
分
に
し
・

規
定
以
上
の
砂
量
を

積
み
又
は
減
米
以
外
の
貨
物
を
一
所
に
運
送
す
る
こ
ご
を
厳
禁

L
U
夏
に
年
々
浦
港
村
落
り
舟
改
を
行
ひ
そ
の
石

数
に
感
じ
て
整
米
分
抽
出
額
全
定
む
る
事
正

L
次
の
規
定
を
畿

L
た
。

一
、
御
り
悲
砧
倣
削
ιw
山
市
ル
並
州
地
舟
共
同
山
へ
釆
細
川
帆
分
胤
山
政
弗
X
は
舟
共
隼
抱
一
も
奉
公
人
に
此
さ
せ
附
山
へ
不
姻
北
所
仰
柑
酬
に
て
御
米
凶
按
候

分
は
此
人
不
拍
山
杭
峰
名
j

山
川
持
山
合
議
時
叫
必
叫
舟
X
は
舟
H
H

不
足
品
川
戸
松
中
間
破
事

一
、
制
登
北
両
足
定
之
泊
掛
川
e

巾
は
平
日
%
巾
外
柑
拍
杭
合
巾
川
般
事

一
、
山
刈
改
の
石
債
を
以
て
削
登
米
石
市
制
川
村
々
へ
脳
泣
候
然
れ
と
も
舶
の
哨
減
高
之
に
付
石
市
相
逃
有
之
候
川
毎
年
九
月
上
旬
に
山
市
般
E
叫
石
積

制
改
寺
且
仁
ゐ
緬
門
森
持
品
八
卵
子
前
へ
可
指
山
事

こ
の
規
定
は

Z
2
2
2
2が
、
之
品
ば
同
総
の
も
の
が
文
化
年
中
に
会
令
さ
れ
て
ゐ
る
o

之

仁
よ
っ
て
見
れ
ば
税
込
み

ω附
巳
に
殿
軍
な
る
制
限
が
あ
っ
犯
の
に
か
ら
、
品
川
持
が
少
な
か
ら
泊
迷
惑
合
刊
誌
っ
た

こ
正
は
想
像
す
る
に
雛
〈
な

U
。
又
岡
山
落

ω般
が
他
闘
の
傭
船
正
な
り
て
そ
の
園

ω貨
物
を
大
阪
へ
廻
漕
し
た

こ
正
、
海
・
泌
仁
而

L
な
い
い
他
務
的
大
阪
副
賞
米
の
運
迭
を
引
き
受
り

τゐ
た
こ
ピ
な
Y
」
記
録
に
存
す
る
り
れ
Y
」も

羽詰
伊議L
 

明
。

第
席

古
り
ん

醐

評
甜

帳

留

山
間
法

主
手
御

名

船

達

寄

日

告

U

1

}

行

自
十
士
市

山

二

地

H
M
H
n
H月

八
九
正

年
年
半

ぃ
l
Z
A

、

F

F

a
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そ
の
手
続
の
詳
細
を
知
る
一
』
ご
が
出
来
必
か
ら
本
稿
に
は
敢
え
て
之
に
論
及

L
な
い
o

ク亡

米

の

賠

償

，
司
、
賠
償

ω科
皮

江

戸

へ

凶

大

迦
h
，
米
に
制
到
す
る
欠
米
の
賠
償
は
、
ぞ
の
大
旭

h
般
が
江
戸
に
到
着
[
賞

事
者
仁
引
き
波

L
花
時
の
米
相
場
に
よ
っ
て
欠
米
を
銀
に
挽
算
[
、
岡
山
へ
鋪
剛
幽
し
た
後
之
を
緋
済
す
る
を
原
則

ピ
[
た
司
』
正
は
巳
に
前
就
じ
於
て
記

L
た
通
A

り
で
あ
る
o

然
る
に
大
阪
上
b
米
に
閥

L
て
は
欠
米
の
排
償
は
一
一
暦

厳
格
に
[
て
、
欠
米
凶
佑
制
を
大
阪
城
山
座
敷
に

τ夜
も
に
賠
償
九
Y
L
め
、
叉
之
ご
同
時
に
欠
米

ω↑
無
レ
刈
に
針
L

て
は
米
百
石
に
付
き
こ
斗
宛
の
賞
典
を
給
す
る
の
定
で
あ
っ
た
。
大
阪
岡
山
間
以
近
距
蹴
で
あ
る
か
ら
夏
学
を
除

い
て
は
漣
泡
中
仁
多
量
の
欠
米
を
生
す
る
理
山
な
〈
、
叉
大
阪
上
'
り
米
は
そ
の
数
量
が
多
い
か
ら
僅
か
宛
の
欠
米

も
之
を
全
館
正

Lτ
見
れ
ば
相
常
大
な
る
損
失
で
ゐ
る
。
併
l
運
送
者

ω
側
か
ら
見
れ
ば
、
獅
占
僻
を
有
す
ピ
は

一
五
へ
そ
の
蓮
貨
が
比
較
的
安
い
か
ら
そ
の
一
不
利
企
何
蕗
か
で
填
補
し
よ
う
ど

L
、
欠
米
に
名
を
殺
り
て
不
正
を
行

う
た
場
介
も
占
っ
た

T
ゐ
ら
う
ω

故
に
右
の
如
、
き
欠
米
賠
償
訟
の
布
か
る
、
時
は
迩
設
者
は
手
も
足
も
山
町
刷
、
こ

の
総
額
緋
俄
の
定
は
屡
々
賞
山
町
切
問
題
正
な
っ
た
-
}
ご
は
次
に
一
市
す
所
の
家
老
日
泣
緒
右
衛
門
の
後
議
に
由
て
そ

の
一
斑
を
覗
ふ
こ
E
が
出
来
る
叫

大
政
へ
の
棚
上

L
山
市
民
々
欠
4
4
有
之
日
付
御

μ
榔
衆
よ
り
断
病
之
市
年
は
火
立
中
休
は
ピ
船
頭
干
削
よ
り
佑
火
山
さ
せ
山
叩
織
に
此
皮
御
米
州
衆
へ

書
付
遺

L
供
へ

E
も
借
献

ω
儲
は
先
年
色
々
合
議
山
上
削
兜
川
成
候
、
又
快
哉
、
大
僻
に
柿
召
よ
艇
儀
削
何
に
慌
也
、
此
俄
は
円
羽
戎
郎
左
衛
門
様

に
承
届
共
上
に
て
紺
と
時
昧
を
濯
げ
皐
て
相
判
可
申
旨
に
て
衣
脚
本
樹
門
へ
間
合
布
之
右
は
弛
日
宮
川
布
ヂ
衛
門
よ
り
御
l
米
度
々
欠
米
市
之
枇
故

設

苑

岡
山
北
酬
と
大
匝
と
由
梅
謹

第
二
十
一
巻

(
必
静
六
雄
一

O
一
)

九
O
三
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九
O
凹

説

苑

岡
山
藩
正
大
甑
と
白
梅
誕

第
二
十
一
巻

(
第
六
祝

以
来
は
欠
米
仕
船
頭
三
十
日
脱
大
脳
に
回
世
可
申
・
向
申
越
帳
、
師
何
存
艇
其
同
旨
倍
野
義
向
巾
聞
供
、
船
蔵
三
十
日
大
胆
に
械
情
航
は
V
舟
持
必
丑

)

悦

同

K
可
然
か
と
善
内
は
巾
居
肱
へ

rも
倍
陣
欠
仰
十
吋
般
は
川
、
舟
仰
愈
S
迷
惑

止
迷
砲
に
及
可
巾
御
儒
に
成
巾
慌
に
て
も
鰍
之
主
様
に
被
押
付
加
悦
よ
1
1
L然

可
仕
先
此
庇
は

H
今
迄
白
調
リ
被
仰
刊
地
持
手
前
重
々
溶
念
講
兆
四
仁
に
て
帥
何
同
体
と
も
被
剛
刊
候
成
仕
度
旨
次
郎
右
術
門
符
議
川
て
老
中
よ
り
川
円

に
且
び

L
h
r
ば
大
臥
へ
上
リ
未
叫
運
賃
H
A
E
高
値
下
快
は
ゆ
制
城
主
郎
右
術
門
申

t
候
被
開
封
周
似
間
柳
川
叩
槌
下
怯
但
先
立
不
巾
山
川
に
は
哨
吋
融
泣

民
仕
供
巾
刊
に
は
御
崎
分
不
館
下
、
大
口
只
今
造
内
通
込
せ
可
申
旨
命
令

右
の
記
録
は
延
質
三
年
の
も
の
で
あ
る
か
ら
寛
文
六
年
の
佑
欠
排
俄

ω法
は
一
時
厳
止
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

が
、
之
が
潟
め
欠
米
一
か
著
L
〈
増
加
L
嘗
局
が
困
推
し
た
ご
早
へ
そ
の
防
止
策

t
tし
て
再
び
柿
欠
笠
宮
法
々

起
き
ん

t
L
、
戒
は
多
〈
の
欠
米
を
生
悲

L
め
た
る
納
磁
を
ば
三
十
日
間
大
阪
に
差
制
的
て
懲
川
訓
し
よ
う
と
も
世
田

策
L
K
o
然
L
何
れ
も
之
は
不
蛍
の
世
田
置
に
ご
の
議
論
が
出
て
、
結
局
欠
氷
の
増
加
す
る
は
運
賃
が
安
〈
て
甜
は

い
V

強
制
的
命
令
航
併
に
か
ら
・
帥
剛
一
朗
船
主
が
何
所
か
で
そ
の
損
失
を
填
補
L
ょ
う
Z
す
る
に
基
〈
-
M
Z
仁
気
付

き
、
先
づ
差

L
嘗
・
り
の
一
世
陣
世
J

己
し
て
運
賃
の
増
額
を
な
し
、
只
欠
米
を
立

t
た
る
舟
に
は
こ
の
訟
を
適
用
せ
す
、

叉
今
迄
通
'
り
に
締
欠
緋
備
を
錦
き
し
め
ざ
る
こ
己
、

L
た
。
北
百
の
後
欠
米
り
賠
償
は
余
程
躯
減
せ
ら
れ
迩
m
M
も
増

加
せ
ら
れ
た
。
併
L
欠
米
は
蛍
に
船
頭
品
川
持
の
不
注
意
怠
慢
の
み
よ
り
生
す
る
も
の
で
な
〈
-
米
俵
的
積
込
税
制

し
の
際
に
不
可
抗
力
的
に
欠
が
立
つ
か
ら
・
ご
の
過
の
改
良
ピ
掛
酌
己
を
要
す
る
旨
、
井
に
者
L
舟
持

ω困
難
を

顧
み
な
い
芭
す
れ
ば
次
第
仁
一
能
内
の
船
が
減
ゆ
し
海
運
の
衰
微
を
古
都
す
所
以
を
述
て
之
が
謝
策
を
児
島
郡
の
盛

り
米
運
送
者
よ
り
左
の
如
〈
歎
願

L
て
ゐ
る
。

一
、
御
立

n，
米
剛
司
刷
却
し
先
年
は
三
分
一
旦
兎
し
械
偲
下
山
白
卜
一
民
せ
し
舶
正
は
一
ニ
来
山
明
糊
誕
賃
結
局
下
候
所
一
年
執
よ
り
四
分
御
比
免
し
械

侶
仰
付
候
先
句
心
油
午
恐
奉
岨

1
怯
事

統北大l~ JL月三寸九日法例集14) 



一
、
制
盈
米
杭
夜
中
舶
持
共
大
阪
川
日
正
て
上
荷
山
川
仕
獅
蔵
元
、
乗
り
着
候
節
水
揚
之
憐
捗
眠
不
巾
荷
舟
階
入
巾
に
什
川
口
に
で
諸
問
御
也
、
舟
上
荷

而申書

t
御
座
候
叫
は
嗣
剛
山
御
A
H
Y

米
地
に
は
不
巾
儲
多
刷
出
候
に
つ
き
制
大
切

ω
御
米
乍
杭
川
口
に
品
川
掛
巾
俄
各
自
簡
は
て
天
鉱
相
側
心
元

十
本
存
恨
水
揚
捗
川
中
同
体
に
事
刷
快
事

て
大
脳
柳
誠
，
M
に
C
御
地
し
刷
出
み
米
糊
蹴
訪
山
時
仲
仕

rも
川
俵
ψ
巾
に
て
は
以
山
L
世
き

俵
に
刊
一
升
五
A
H
H

八
勺
見
込
米
抽
四
位
仰
迷
惑
仕

巾
依
乍
恐
御
迦
し
不
滅
内
に
胞
俵
削
咋
時
披
伐
成
此
分
に
御
悲
嗣
恨
事

一
、
足
米
は
藤
山
U
後
段
今
時
内
滅
り
巾
義
に
御
直
航
去
に
刊
夏
は
円
前
米
山
抽
出
世
々
に
は
五
月
中
骨
よ
リ
己
後
は
百
石
に
つ
き
足
輯
六
十
回
よ
り
百

H
迄
節
々
を
宅
へ
段
々
内
に
儲
内
仕
協
せ
中
依
然
れ
ど
も
不
仕
告
山
叫
に
は
大
献
立
舟
拘
組
中
悼
に
御
陣
似
て
迷
惑
に
車
荘
候
、
布
地
夏
柳
登

米
に
は
刷
出
貨
伽
了
間
被
成
下
依
慌
に
事
制
上
候
柳
事

て
大
臨
川
川
へ
一
正
地
乗
掛
け
民
巾
内
肌
に
雌
風
雌
成
候
帥
雨
上
荷
単
位
又
は
川
内
に
で
上
柿
舟
航
凪
井
に
あ
た
り
相
に
制
米
柑
巾
儀
柵
臨
候
此
醐

品
由
河
伴
北
川
畔
f

小
山
・
山
陣
に
悲
劇
仁
候
事

一
、
仰
臥
刷
政
酬
に
て
幽
人
山
偽
十
ヘ
阪
剛
誠
一
五
に
で
秘
結
仰
付
悼
辿
り
二
十
字
山
田
制
幽
に
僻
仰
什
井
ヰ
司
帥
峰
山
儀
御
同
御
蔵
大
阪
制
議
御
一
同
に

被
仰

H
候
様
赤
岡

t
艇

一
、
近
年
制
上
最
大
臨
御
蔵
前
に
亡
一
能
に
一
合
珂
勺
以
上
山
惜
世
舟
に
は
遁
々
榊
米
御
岱
せ
不
拙
岡
崎
坤
成
紙
付
迷
惑
仕
候
此
臨
御
克
被
低
成
前
々
泊

被
仰

H
悦
棋
に
事
刷
上
品
川
市
世
右
自
岨
リ
車
蹴
上
出
師
及
困
窮
刈
作
事
轄
も
得
不
仕
衣
第
に
山
刊
持
純
山
叩
様
に
出
成
迷
惑
仕
艇
に
付
叫
し
幅
削
歎
き
中

上
保
融
泊
聞

G
1融
局
下
杭
は
V
蝉
有
可
奉
存
候
目
上

ゐ抑制吋民相川和川，"，;

之
は
斑
水
六
年
八
月
二
十
日
に
児
島
郡

ω舟
持
及
び
郡
、
北
浦
.
阿
津
、
胞
上
.
小
串
、
日
比
の
各
村
名
主
の

漣
名
を
以
て
舟
手
に
建
議
し
た
も
の
で
あ
る
。
之
に
由
て
見
る
ご
、
大
阪
へ
の
上
h
米

ω運
送
に
際
[
欠
米
そ
の

他
の
賠
償
を
す
る
こ
正
は
舟
持
じ
ご
っ
て
甚
に
困
難
で
あ
る
ご
の
理
由
を
以

τ之
が
粧
減
を
願
ふ
て
居
る
が
、
一

方
に
於
1
・
』
の
蓮
迭
を
全
然
や
ら
き
せ
な
い
-
』
ご
に
な
っ
て
も
亦
困
る
の
で
欠
米
を
生
じ
た
場
合
に
も
決
し
て
運

就

苑

同
山
滞
と
大
阪
と
の
栴
運

部
二
十
一
番

(
第
六
誠
一

O
三
)

九
O
五



前

苑

阿
山
滞
と
大
阪
主
の
海
運

第
二
十
一
容

(
第
六
時
制

一O
四
)

九

O
六

迭
を
停
止
せ
し
め
な
い
慌
に
ご
歎
願
し
て
ゐ
る
貼
が
ら
推
察
す
る
に
、
西
空
h
米
運
迭
が
不
利
で
ゐ
っ
て
引
き
合
は

ぬ
ご
い
ふ
の
は
貨
は
日
貨
に
す
ぎ
宇
、
相
官
の
利
篠
を
節
し
た
こ
ど
を
想
像
す
る
に
足
る
o

右
七
項
よ
り
成
る
建

議
音
は
大
健
常
局
の
容
る
る
所
ピ
な
っ
た
が
、
第
一
項
第
二
項
は
却
下
せ
ら
れ
、
第
三
項
は
軽
俵
の
あ
る
時
は
共

の
俵
争
姐
し
・
升
目
に
児
僚
な
〈
ん
ば
共

ω備
織
に
納
め
・
内
容
の
不
足
せ
る
分
は
欠
米
丈
り
を
梯
ひ
込
ま
し
む

る
こ
正
、
し
た
。
叉
漣
貨
は
三
朱
を
増
加
し

τ
二
歩
五
朱
五
一

m
tし
、
第
五
項
に
つ
き
て
は
巳
む
を
得
な
い
場
合

の
外
・
欠
米
賠
償
を
命
し
、
第
六
、
七
項
は
.
則
の
通
句
認
許
せ
ら
る
、
こ
芭
な
っ
た
。

目、

rr仙
川
骨
…
り
山
北
町
P
H
官
山
出
米
穀
運
送
に
有
利
な
る
季
節
に
は
欠
米
も
少
レ

L
、
こ
の
昨
季
に
は
上
司
り

米

ω
量
も
多
い
か
ら
、
刈
持
は
説
。

τ迩
迭
に
従
事
L
欠
米
排
備
は
各
自
田
平
梢
に
て
負
捻
L
わ
ん

O

然
る
仁
夏
季
の

米
穀
運
迭
に
は
多
量

ω減
損
を
生
す
る
山
み
な
ら
中
、
必
ー
も
凡
ぺ
て
の
舟
持
が
会
加
す
る
の
必
要
も
な
か
っ
た

の
で
、
舟
持
は
例
れ
も
夏
季
の
上
旬
米
運
迭
を
川
越
し

f
。
作
叫
に
於
て
上
h
米
運
送

ω義
務
あ
る
捕
挫
の
刈
持
共

は
「
ヨ
ナ
イ
」
古
都
ず
る
方
法
を
設
り
、
上
り
米
連
法
よ
b
生
す
る
倒
失
の
共
同
負
擦
を
な
す
に
至
っ
た
。
こ
の
こ

芝
は
前
掲
の
歎
願
書
中
に
も
見
え
て
居
る
し
、
叉
和
気
郡
両
片
上
村
の
舟
持
が
具
申
し
た
書
類
の
中
に
も
覗
は
れ

る
山
郎
も
抽
識
に
よ
っ
て
夏
米
の
漣
設
者
を
決
定

L
、
常
附
拙
者
は
仲
間
に
代
っ
て
運
廷
に
従
事

L
、
そ

ω代
h
ノ舟

持
仲
間
よ
り
述
迭
に
よ
っ
て
生
す
る
損
害

ω
補
償
を
受
く
る
こ
ど
が
山
来
る
o

こ
の
補
償
銀
を
「
ヨ
ナ
イ
銀
」
古
都

[
た
o

児
島
郡
的
舟
持
仲
間

ω
ヨ
ナ
イ
銀
は
色
阜
の
事
怖
を
考
慮
L
τ
百
石
に
つ
き
銀
六
十
日
よ
ー
り
百
日
迄
を
、

西
片
上
村
的
分
は
一
白
俵
に
つ
き
銀
二
十
七
匁
宛
を
出
摘
す
る
の
定
で
あ
っ
た
o

こ
の
方
法
は
極
め
て
軍
純
な
も
の

で
あ
る
が
、
之
に
よ
っ
て
側
々
の
仲
附
が
不
嘗
に
損
失
を
患
る
こ
己
な
く
、
強
制
的
命
令
護
法
制
の
下
じ
於
け
る

't永六年九月朔日申請、法制集
同年九H二十九日i.tfYU!ι 



不
利
を
緩
和
す
る
の
一
策
ど
し
て
、
注
目
す
〈
き
自
助
的
方
法
t
ν
ふ
べ
き
で
あ
る
。

運

賃

定

-
F
U
M
 

E
-

の

大
阪
附
山
附

ω運
賃
は
江
戸
附
山
間

ω運
賃
ピ
同

ι〈
原
則
正

L
て
時
の
米
偵

ω麺
動
に
臆
C
て
埼
減
せ
ら
れ

た
が
、
大
慨
は
米
倒
六
十
円
を
標
準
己
し
て
蓮
貨
を
定
的
た
る
も
の
、
如

L
。
只
江
戸
岡
山
聞
の
運
賃
ご
異
る
鈷

は
、
岡
山
滞
が
多
量
の
米
殻
を
犬
阪
九
日
輸
送
す
る
を
以

τ、
之
が
任
に
嘗
る
民
間
の
舶
舶
は
誠
賄
の
米
穀
そ
の
他

の
も
の
を
揃
載
L
、
他
人
の
荷
物
を
硝
令
せ
る
-
」
正
は
許
さ
れ
な
か
づ
た
。
務
政
府
ピ
の
契
約
に
於
て
は
、
運
搬

す
る
貨
物
の
数
量
に
よ
ら
A
V
L
て
、
そ
の
積
載
力
又
は
帆
放
に
よ
っ
て
謹
見
守
定
む
る
を
門
前

f一
た
。
印
も
延
資

一
冗
年
六
月
十
三
日
に
家
老
池
田
大
間
四
千
4
h
F
舟
挙
行
に
注
じ
た
る
控
に
よ
れ
ば
、
「
士
中
大
阪
迄
借
切

ω品
川
開
反
帆
青

般
加
子
二
人
乗
ゆ
舟
は
辿
貨
二
十
人
匁
に
定
時
、
室
よ
ち
内
な
れ
ば
迩
貸
宇
礼
?
を
遣
し
、
室
よ
b
先
へ
行
〈
昨
に

め

は
迩
賃
金
部
を
支
抑
ふ
こ
ご
を
定
め
J

夏
に
叉
滞
政
府
の
庶
接
の
朋
向
に
て
大
阪
迄
行
〈
時
に
は
帆
一
反
に
付
米

一
斗
宛
を
給

L
念
用
に
て
規
定
外

ω加
子
脅
増
加
[
た
る
場
介
に
は
・
そ

ω増
加
せ
l
加
子
一
人
に
つ
き
一
日
一

升
宛
の
扶
持
方
米
を
給
す
る
」
旨
が
記
さ
れ

τめ
る
ω
運
賃
は
、
務
政
府
内
場
合
に
は
米
を
以
て
支
抑
ひ
、
家
中

の
場
合
は
銀
を
以
て
す
る
を
常
己

L
たい
V
必
L
も
一
定
せ
ら
れ
す
、
只
一
克
旅
人
年
以
後
は
上
h
米
の
蓮
庶
民
を
銀
に

て
支
抑
ふ
べ
き
旨
が
定
酌
ら
れ

τあ
る
凶
延
賢
一
一
二
年
正
月
に
制
定
さ
れ
た
述
質
表
は
中
引
の
如
〈
で
あ
る
。

、
凹

反

事足

一
般
ニ
入
華
同

l
石
積

此
畠
山
ト

λ
却

右
御
町
借

一二

fEA
匁

設

(第
J

ハ
捗

丸

O
七

一O
五
)
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岡
山
滞
在
大
阪
と
目
梅
漣

第
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寸
一
瞥

船手間制k
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説

苑

岡
山
滞
h

大
阪
と
の
海
運

幽

五

反

申凡

同同

一
、
六

車凡

入

来

民

ヒ

帆

凹

入

来

k 

、、

，J、大
背

抑

伺

船

飽

世t

組

同

第
二
十
一
巻

(
第
六
耕
一

O
六
)

九

O
A

五
十
石
積

大

十

茸

四
十
五
匁

八
十
石
梢

九
十
六
部

ハ
十
三
匁

百

石

積

百
ニ
十
匁

八
十
五
匁

一
十
五
娃

一
十
入
先

備
は
右
の
外
年
記
不
詳
で
め
る
が
.
品
川
手
御
法
制
中
に
「
大
阪
上
下
波
舟
並
に
加
貨
の
定
」
ご

L
て
記
さ
れ
た
も

の
が
ゐ
る
。
之
は
相
賞
後
の
時
代
迄
M
M
準
ご
し
て
用
ひ
ら
れ
た
も
の
、
慌
で
ゐ
る
か
ら
左
に
之
営
示
し
て
容
考
に

供
し
よ
う
。

一
、
桐
川
上
り
舟
賃
帆
一
圧
に
刊
五
匁

一
、
制
歩
行
へ
帆
蹴
り
一
人
前
相
夫
ル
帆
一
一
位
-
一
世
山
地

同

下
り
舟

~] 

ニ
匁
五
分

}
、
制
家
中
下

uJ
船
賃
自
分
惜
帆
-
一
民
に
刊
五
匁

て
御
剛
内
御
用
船
賃
帆
一
反
に
付
一

H
鍬
五
分
抱

一
、
岡

加
子
一
日
一
人
一
升
宛

一
、
山
山
地
他
附
へ
御
用
に
事
候
帥
帆
一
一
民
に
刊
一
日
銀
四
八
万
五
阻
宛

一
、
同
訓
子
賃
一
日
一
人
組
二
分
施

• l' 



一
、
同
畑
子
扶
持
方
米
-
日
一
人
一
一
一
升
宛
、
但
其
時
由
来
相
場
に
て
組
前
し

一
、
大
阪
へ
制
旧
柳
荷
物
去
り
運
質
問
十
寅
一
駄
に
し
て
誠
一
埠

一
、
同
上
-
駄
に
し
て
五
分
抱

一
、
御
用
に
て
大
肱
上
下
莱
人
一
人
に
付
叶
貨
一
坦
宛

但

L
荷
物
小
中
駄
自
由
舶
民
遁
被

そ
の
後
夏
に
元
文
五
年
に
は
舟
持
共
は
強
硬
に
蓮
賃
値
上
を
遁
b
、
務
の
御
用
物
の
運
賃
は
何
蕗
ヘ
行
〈
に
も

は
加
額
に
増
加
古
れ
ん
こ
ご
を
叩
請
し
、
容
れ
ら
れ
十
ん
ば
今
後
運
送
に
従
事
す
る
こ
ど
を
拒
絶
す
べ
き
旨
を
述

セ
絡
に
五
制
増
を
受
付
た
山
然
る
に
下
つ

τ天
保
五
年
三
月
的
一
記
録
に
は
.
大
阪
準
米
運
賃
は
五
月
中
迄
は
二

分
ニ
朱
五
屈
ご

L
、
そ
の
以
後
は
二
分
二
朱
五
虚
ご
定
め

τゐ
る
出
大
髄
賞
、
水
六
年
闘
の
蓮
貨
に
逆
戻
h
J
L
た
わ

け
で
あ
る
。
米
偏
多
少
下
落
L
ロ
際
で
は
ゐ
っ
た
が
、
何
故
に
期

ω如
〈
急
激
な
る
運
賃
の
低
下
を
来

L
た
か
は

之
を
明
に
す
る
こ
古
が
出
来
な
い
。

民
聞
の
商
品
が
如
何
与
る
越
貨
を
以
て
大
阪
へ
移
仙
せ
ら
れ
た
か
、
之
に
闘
す
る
文
献
を
獲
る
こ
正
の
山
来
ぬ

の
は
私
の
甚
に
遺
憾
ご
す
る
所
で
め
る
。
然
し
岡
山
祷
り
各
浦
越
は
夫
々
多
数
の
船
舶
を
有
し
、
然
か
も
そ
れ
が

年
々
着
貨
に
増
加
し
、
天
保
十
二
年
十
月
の
調
に
よ
れ
川
町
大
小
合
せ
て
四
千
七
百
七
十
五
隻
・
そ
の
運
上
録
丈

け
で
も
銀
二
十
五
員
三
百
六
十
九
匁
山
多
額
に
上
っ
た
凶
岡
山
務
成
物
の
運
迭
を
司
っ
た
特
機
的
捕
遁
船
舶
ば
車

に
務
め
戒
物
の
み
を
蓮
透

L
た

ωで
は
な
〈
、
他
的
一
浦
過
の
納
舶
ど
共
に
民
聞
の
商
品
蓮
迭
を
も
行
っ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
右
の
如
き
多
数
の
船
舶
が
、
務
内
の
み
の
交
通
需
要
に
廊
や
る
が
如
き
は
到
底
考
へ
ら
れ
な
い
所
で
ゐ

設

JIIj 

岡
山
部
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披
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設

苑

剛
山
帯
と
大
阪
と
の
海
運

第
二
十
一
容

(茄
J

ハ
娘

一C
入
)

ゴL

O 

る
o

必
す
や
大
阪
そ
の
他
へ
の
務
外
交
通
に
奉
加
し
た
も
の
ぜ
断
ず
る
こ
ご
叩
出
来
よ
う
。

市
場
に
供
給
せ
ら
品
、
毛
仰
が
問

1
高
羽

ω多
き
に
迭
し
た
結
よ
り
見
る
も
‘

岡
山
務
内
よ
b
大
阪

民
間
内
船
舶
需
要
が
如
何
に
大
で

あ
っ
た
か
を
想
像
す
る
に
雑
〈
な
ヤ
O

而

τ之
が
運
賃
は
・
江
戸
年
間

ω例
J
b
見
る
も
亦

家
中
荷
物
ピ
務
政

府
山
荷
物
と
の
聞
に
も
己
に
等
差
を
設
け
て
ゐ
た
り
に
か
ら
、

所
詮
民
附

ω迩
貨
は
橋
政
府

ωも
の
よ
り
も
高
率

で
ゐ
っ
た
さ
忠
は
れ
る
つ
臓
物
運
送
船
が
強
制
運
貨
を
謀
せ
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら

こ
の
比
較
的
低
率

ω運
賃
が

般
民
闘
の
謡
質
的
標
準
ご
な
っ
た
干
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
事
ろ
司
】
の
強
制
運
貨
に
よ
る
舟
持
の
負
協
は
民
間
貨
物

の
輸
廷
に
際
L
荷
主
に
特
嫁
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
ご
も
推
察
山
来
る
で
あ
-b
ぅ。

四

大
阪
に
於
け
る
岡
山
舶
の
管
理

岡
山
務
内

ω船
舶
は
岡
山
端
政
府
ゆ
成
物
及
び
民
間
貨
物
を
大
阪
に
運
送
し
来
っ
た
場
合
は
勿
論
、
他
凶

ω傭

船
ご
[
て
大
阪
に
山
入

t
た
場
合
に
も
、
大
阪
に
於
て
は
備
前
般
原
敷

ω支
配
を
受
り
た
。
大
阪
戒
比
敷
山
一
般

性
質
に
就
き
て
は
大
阪
市
史
等

τも
附
逃
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
諸
同
船
舶
己
大
阪
川
口
石
銭
ど
の
関
係
、
向
日
開
や

舟
宿
己
の
聞
係
じ
っ
き
て
は
案
外
論
じ
ら
れ

τゐ
な
い
ー
か
ら
、
私
は
主
ご

L
て
岡
山
磁
の
資
料
に
肉
h
、
号
内
事

情
を
遁
ベ
て
見
度
い
。

4
・
W
昨
昨
日
間
脚
岡
山
務
は
闘
西
の
大
桜
子
し

τ縦
務
上
に
も
大
な
る
質
力
を
有

L
、
務
政
府
及
び
民
間

の
大
阪
仁
劃
す
る
貨
物
移
出
力
が
極
め
て
大
で
あ
っ
た
4
2
己
は
上
米
通
べ
h
h

所
し
よ
る
も
略
ぼ
之
を
知
る
市
中
が
出

来
る
。
従
て
此
等

ω貨
物
の
大
阪
市
場
に
於
り
る
版
肩
上

ω成
敗
は
、
直
も
に
一
滞
り
財
政
締
掛
に
多
大
の
影
響

大阪市史第ー笹 -0九プ，1'(2:1) 
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を
及
ぼ
す
を
以

τ、
滞
政
府
は
そ

ω戒
庭
激
主
大
阪
に
設
り
一
切

ω織
物
資
捌
の
事
に
常
る
ピ
共
に
・
之
が
運
送

の
任
に
あ
る
所
の
耐
舶
及
び
附
蜘
を
管
理
L
、
交
通
の
込
迷
正
安
全

2EVM刈
L
た
o

故
仁
大
阪
城
尾
敷
吋
留
守
居

は
常
に
有
活

ω士
を
以
て
之
し
任
じ
、

滞
政
府
の
之
を
過
す
る
こ

i
m甚
だ
厚
か
っ
た
の
で
あ
る
。

大
阪
仁
於
げ
る
放
路
敷
山
一
制
度
は
己
仁
元
利
の
頃
に
起
っ
た
も

ωに
ご
い
ふ
o

徳
川
治
世
ご
な
り
て
よ
り
、
議

般
の
交
通
制
度
俊
悲
し
、
出
概
賭
敷

ω機
能
は
一
府
品
開
押
せ
ら
る
、
に
至
h

リ
、
大
阪
ζ

交
通
の
使
を
有
す
る
各
務
は

何
れ
も
そ

ω臓
屍
敷
を
設
け
、
成
物

ω阪
東
ζ

金
融
ご
を
司
る
を
怖
正
し
た
。
特
に
聞
西
諸
請
の
大
名
戒
出
属
政
最

も
多
〈
、
真
に
は
寺
刷
、
首
都
府
旗
本
的
士
、
論
家
老
阿
等
も
城
山
出
敷
を
締
ふ
る
に
至
っ
た
。
高
石
以
上
の
大
小
名

の
滅
賭
敷
に
し
て
、
中
ノ
自
問
に
在
る
も
の
三
十
七
、
土
佐
淵
川
十
一
二
、
江
戸
揃
川
十
一
、
天
揃
九
、
そ
の
他
に
荘

・
る
リ
ー
の
を
合

L
て
八
十
を
算
し
、
市
内
石
以
下
り
も
の
、
刊
紙
屋
敷
も
八
ゲ
所
、
金
比
緩
法
師
も
蔵
原
放
を
構
へ
て
ゐ

4
1
 市
叫
尾
数
じ
は
規
棋
の
大
小
は
ゐ
る
が
、
組
織
は
殆
ど
同
一
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
な
る
も
の
は
、
留
守
層
、
名

代
、
放
一
冗
、
銀
掛
届
等
で
ゐ
る
o

留
守
居
は
溶
か
ら
山
桜
L
た
役
人
に
し
て
蔵
原
敷
の
肢
一
一
局
機
関
で
あ
る
が
、
常

初
は
臓
元
を
も
策

u
t
ゐ
た
。
後
丸
町
人
M
Y

減
一
克
己
な
る
に
及
び
臓
物
の
出
納
は
減
元
町
人
が
専
ら
事
に
常
り
且

つ
銀
掛
屋
を
も
宋
ね
行
っ
た
場
介
が
雄
々
あ
っ
た
。
銀
掛
屋
ピ
は
臓
物
責
買
に
闘
す
る
金
銀
の
授
受
ey
挙
る
も
の

で
ゐ
品
。
叉
名
代

t
は
藤
原
敷
を
務
政
府
に
貸
巾
叫
す
る
名
義
人
を
U
ふ
。
山
陰
、
北
降
、
興
籾
地
方
の
諸
務
は
金

融
上
大
阪
正
縮
技
な
闘
派
を
有
[
て
は
居
た
が
、
絶
え
ホ
貨
物
を
大
阪
へ
連
法
L
て
版
資
す
る
が
如
、
き
は
困
難
で

あ
っ
た
か
ら
‘
臓
昆
敷
を
設
り
す
、

只
政
一
克
、
銀
掛
毘
又
は
周
閣
り
み
を
憶
〈
を
前

t
L
た
c

こ
の
柿
の
も
の
が

，1< 

要包

品
二
十
一
容

(
品
六
腕

A 

O 
lL 

岡
山
川
市
と
式
以
ξ

山
海
辺

k阪市史第一審問O四頁24) 



(
都
大
枕
一
一

O
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九

説

現E

第
二
十
↑
巷

同
山
捕
と
大
肱
と
白
梅
誕

五
十
九
あ
っ
た
正
い
ふ
出
之
に
よ
っ
て
見
る
も
各
務
が
如
何
に
経
済
上
、

金
融
上

大
阪
に
濁
し
て
依
存
の
関
係

仁
在
つ
h
ん
か
を
察
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。

回
、
骨
骨
卯
一
ん
官
官
石
銭
正
は
地
尚
の
波
探
又
は
修
繕
に
必
要
な
る
経
費
徴
速
の
方
法
干
し
て
、
常
該
地
鴻

に
間
入
す
る
船
舶
に
胤
到
し
そ
の
船
積
に
感
じ
て
一
定
の
金
殺
を
納
付
せ
し
む
る
の
制
度
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
は
一
雄

々
こ
の
制
度
を
そ
の
直
領
地
に
質
施
せ
し
所
に
し

τ、
一
闘
の
日
的
傾
税
ピ
一
五
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

徳
川
時
代
に
於
て
は
各
務
の
船
舶
が
そ
の
閤
産
を
積
載
し

τ大
阪
川
口
じ
師
勝
L
た
が
、
資
氷
の
頃
よ
hJ
土
砂

の
堆
積
甚

L
〈
、
品
川
航
が
大
に
阻
害
せ
ら
れ
に
。
そ
こ
で
幕
府
は
貨
永
四
年
守
一
月
二
十
一
日
令
を
後

L
「
耐
川

口
水
尾
芭
ら
へ
、
議
姻
船
よ
ら
石
鋭
出
し
方
の
儀
八
ケ
傑
の
事
」
を
命
じ
た
副
大
阪
市
史
の
記
す
る
所
は
田
平
に
此

年
石
健
の
法
の
布
か
れ
た
こ
ご
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
明
か
で
な
い
。
蓋
L

大
阪
の
御
側
帯
及
口
建
中
に
は
之
に
閲
す
る
記
録
が
開
け
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
偶
々
岡
山
藩
の
舟
手
に

闘
す
る
文
献
中
に
骨
同
時
の
布
令
を
保
存
し
て
ゐ
る
の
を
後
見
し
た
。
そ
の
大
綱
は
徳
川
禁
令
考
、
大
阪
市
史
、
古

事
新
施
、
資
M
M
A
T
典
永
鑑
等
に
牧
載
す
品
質
勝
六
年
の
石
銭
徴
牧
A
ザ
古
略
ぱ
同
一
で
は
ゐ
る
が
、
由
民
-
一
点
四
年
ω
A
ザ

は
、
以
上
の
書
籍
に
も
御
は
之
を
牧
め
て
ゐ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
参
考
の
絡
め
阿
山
藩
法
例
集
の
記
事
を
掲

咽
曲

げ
て
見
ょ
う
。

て
諸
船
川
内
に
て
荷
物
税
制
悦
は
却
論
た
と
へ
坤
訟
に
仕
又
は
沖
に
て
荷
物
細
川
刷
候
北
大
限
へ
車
航
舟
山
人

A
荷
物
多
少
に
よ
ら
ず
共
山
沿
山
石

高
に
雌
じ
一
石
に
村
一
一
一
錨
地
積
石
餓
相
山
事
、

但
し
伎
一
国
文
銀
寸
到
匁
替
相
場
を
以
て
右
石
鈍
を
鋲
に
臨
し
可
柑
出
事

服

部

逗

之
口

百

船

E

Z

一川

明

O
並

御

百

六

航

百
百
八
百
巷
担

五
九
五
六
五
巷
集

。
六
一
九
十
h
例

四
一
供
五
一
一
二
法

血
管
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六
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第
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一
守
積
荷
物
無
之
宜
舶
に
て
出
入
白
節
は
共
臨
相
断
摘
出
伎
に
不
及
候

一
、
大
臥
並
に
悼
法
村
旭
船
は
船
主
よ
り
直
ち
に
石
鋭
椙
山
川
き
事

-
、
他
凶
白
船
大
阪
繊
財
政
有
之
分
は
其
白
骨
白
石
鈍
名
代
の
町
人
取
立
可
相
出
事
、

附
出
手
渡
御
船
有
同
前
之
事

て
定
た
る
古
田
起
政
拙
之
依
物
並
諦
荷
物
大
阪
へ
登
り
候
廃
虚
々
棋
を
借
入
陪
候
て
名
代
山
者
知
之
分
は
北
九
舟
白
石
錨
荷
物
支
回
之
十
人
取
立
可
指

出
事
、

一
、
厳
柑
掛
川
一
之
他
同
舟
百
岱
は
そ
の
舟
問
屋
取
立
可
帽
問
、
問
H
聞
に
着
ぜ
ざ
る
胡

ω
石
鈍
は
船
椙
取
立
可
拘
聞
事

一
、
制
蛇
堆
積
供
舟
も
鍋
差
別
石
崎
義
聞
事

他
之
は
御
娘
米
之
骨
副
負
之
者
に
て
又
は
舟
主
に
て
も
糊
劃
之
趣
失
鉱
石
鈍
山
之
共
石
鈍
は
右
前
負
者
土
り
相
刷
可
申
事

て
武
家
手
叫
に
て
も
諦
荷
物
紺
甜
は
石
鈍
可
指
山
事
、
右
山
泊
可
制
品
枠
候
石
飽
胤
集
快
低
め
三
郷
制
年
寄
一
人
布
三
人
、
地
年
寄
一
-
人
年
帯
広

世
鉱
山
請
船
山
入
山
此
に
何
方
の
舟
何
百
石
積
に
何
荷
物
を
杭
何
月
何
日
本
体
川
世
泊
川
口
川
船
又
は
入
沖
付
快
此
山
舟
石
鈍
何
軒
指
出
杭
山

間
久
相
添
h
q
番
年
寄
北
へ
石
鈍
可
相
波

U
上

右
闘
記
御
世
刊
の
組
長
嗣
憐
仰
波
容
主
知
諦
廻
船
石
鈍
の
悔
昨
二
十
一
日
よ
り
山
崎
入
品
之
分
無
柑
温
可
指
川
之
者
事
提
供
、
私
共
町
内
家

持
之
儀
は
不
及
中
上
借
家
末
・
々
趨
早
辿
相
閥
可
中
倣
間
共
年
寄
判
形
位
如
件

賢
一
一
昨
凹
年
十
一
月
二
十
四
日

町

々

年

詩

剖

形

大
都
年
寄
三
人
沌

時
に
由
て
見
れ
ば
、
資
一
暦
六
年
の
石
銭
令
呈
(
る
勤
は
僅
か
に
第
一
項
の
但
し
音
、
及
ぴ
最
後
の
附
記
丈
一
円
で

あ
る
。
こ
の
石
俊
令
は
享
保
六
年
秋
に
至
っ
て
厳
止
せ
ら
れ
た
が
、
久
し
か
ら
宇

L
て
川
口
の
舟
運
再
び
困
難
己

却

な
っ
た
の
で
大
坂
廻
般
及
ぴ
侍
法
廻
舶
の
み
石
鋭
を
納
む
る
e

』
正
、
な
っ
た
。

苑

第
二
十
一
巻

(
払
静
六
銃
一
一
一
)

九

= 

詑

岡
山
静
と
大
阪
と
の
梅
担

大坂市史第一審大三大J!i
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(
第
六
一
拙
二
二
)

晴
朗
二
十
一
審

兆

九

一四

誼

岡
山
藩
に
大
阪
と
の
海
運

資
永
四
年
の
石
銭
施
行
が
船
舶
交
通
に
針
し
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
、

之
を
大
坂
市
山
況
の
回
向
「
る
文
献

一
般
?
推
す
の
資
己
な
さ
ん
。

に
よ
っ

τは
知
る
こ
正
が
出
来
品
。

伎
に
私
は
岡
山
帥
仰
を
中
心
己
し
て
州
出
時
間
L
、

岡
山
猫
は
大
阪
に
そ
の
減
民
敷
士
ト
制
し
た
か
ら
・

規
定
に
準
ひ
て
附
山
の
舶
は
そ
の
積
載
す
る
貨
物
が
務
政
府
の

も
の
で
成
局
敷
に
迭
ら
る
、
場
合
は
勿
論
、

一
般
市
問
品
正
し
て
問
屋
に
仕
向
け
ら
れ
た
る
も
の
、
場
合
に
も
、
名

代
町
人
が
石
鋭
を
徴
股

L
・
之
己
引
き
換
へ
に
石
鋭
受
取
手
形
を
航
叫
酬
に
交
附
L
、
船
頭
は
こ
の
手
形
を
有
す
る

場
合
に
限
b
無
事
に
川
口
を
出
入
す
る
'
」
己
を
許
百
れ
た
。
放
に
各
般
の
場
合
に
は
そ
の
肉
を
告
げ
ね
ば
な
ら
ぬ

L
、
貨
物
を
積
ん
で
ゐ
る
時
は
三
文
口
知
的
石
岱
を
納
む
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
縦
燐
上

ω
負
携
は
一
五
ふ
に
及
ば

十
、
検
附
の
手
紺
は
煩
別
に
し
て
交
通
的
込
泌
を
妨
げ
た
-
-
ご
少
く
河
ぃ
。
万
一
石
鋭

ω池
川
叫
が
品
目
賀
す
れ
ば
舶

m

-

-

一
加
は
牢
日
胞
に
投
守
ら
れ
・
石
伐
支
配
人
は
手
錠
の
刑
に
蕗
せ
ら
れ
た
。
尤
も
賞
、
水
六
年
七
月
よ
り
片
石
俊
正
な
ち

大
阪
よ
・
り
出
帆
す
る
場
合
に
は
石
鋭
か
一
納

U
る
こ
ご
を
見
じ
、
只
入
泌

ω
際

ω
み
納
付
す
る
こ
正
、
し
た
o

併
し

石
伎
の
辿
脱
者
が
次
第
に
増
加
し
て
、
一
泊
銭
牧
入
が
減
少
し
た
こ
芭
は
、
嘗
局
者
が
名
代
町
人
に
そ
の
珂
山
を
尋

ね
た
こ
さ
に
よ
っ
一
1
推
eM
目
す
る

-
Z」
が
出
来
る
。
附
山
器
内
納
付
す
る
石
銭
が
特
に
減
少
し
た
理
由
正

L
て
名
代

町
人
隣
脱
届
仁
兵
衛
的
符
巾
せ

1
所
は
叫
備
前
橋
内
が
不
作
に
て
諸
色
高
値
ご
な
り
附
山
山
川
が
大
阪
へ
出
処
は
ら

な
か
っ
た
こ
正
編
内

ω品
川
を
他
凶
へ
貸
L
他
山
聞
の
荷
主
が
石
伎
を
納
め

τゐ
た
こ
ご

ω
二
黙
で
ゐ
る
。
毛
こ
で
舟

本
行
は
許
定
府
に
裕

h
、
今
後
は
他
閥
へ
仰
舶
、
」
な
っ
た
場
合
に
も
船
凶
は
依
然
附
山
般
ご
し
て
石
銭
を
納
め

L

め
、
他
闘
の
荷
主
が
府
接
に
そ
り
石
銭
を
納
め
[
め
ぬ
こ
正
、

L
、
私
L
荷
主
が
之
を
肯

Ary
る
時
は
他
国
己
の

凶

傭
船
契
約
を
な
す
・
』
正
を
禁
じ
に
。

正徳二年十月十一日舟手間帳、名代上り関守肘への具rlr
同上
正徳=年十月二十入H部定留第三項
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石
嶋
崎
に
よ
る
川
口
波
探
は
到
底
充
分
の
数
旧
式
を
牧
め
得
な
い
の
み
刊
ら
字
、
そ
の
交
通
を
妨
「
る
こ
さ
も
大
で

あ
り
た
し
、
又
舟
持
は
石
銭
徴
牧
者
に
封
し
一
定
の
糟
金
を
給
奥

L
m
真
に
は
徴
牧
者
が
不
正
を
働
〈
ニ
ご
も
ゐ

・9
、
舟
持
や
般
脱
の
迷
惑
は
甚
に
大
で
め
っ
た
か
ら
、
享
保
六
年
に
は
絡
に
成
止
せ
ら
る
し
、
に
至
っ
た
。
出
H
M
盾
六

年
二
月
再
び
石
鋭
の
事
行
は
れ
た
け
れ
H

と
も
、
同
九
年
五
月
を
以
て
止
ん

r。
爾
古
車
石
鋭
の
制
は
復
活
せ
ら
る
、

に
至
ら
な
か
っ
様
で
あ
る
。

八
、
舟
宿
の
職
能
本
来
品
川
宿
な
る
も
の
は
海
巡
業
者
の
術
泊
所
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
向
入
を
監
督

す
る
の
必
要
上
か
ら
役
所
ご
海
運
業
者
Z
の
悶
に
立
も
稲
々
の
行
政
的
事
務
を
執
る
に
至
っ
た
。
定
文
の
頃
は
問

屋
が
右
の
如
き
事
務
を
司
っ
て
居
た
、
郎
も
大
阪
よ
h
出
帆
す
る
姐
舶
の
般
一
明
は
品
川
問
屋
内
人
数
改
切
手
を
大
阪

川
口
番
所
に
示
し
て
そ
の
許
可
を
受
く
る
こ
吉
、

L
、
叉
岡
山
町
の
舟
年
寄
・
浦
港
の
庄
屋
は
問
屋
に
強
め
印
鑑

を
迭
h
お
き
、
大
阪
へ
上
る
航

ω舶
頭
は
、
舟
年
寄
叉
は
庄
日
開
よ
ち
問
嵐
宛
て
の
船
籍
地
、
所
有
者
、
舶
の
大
き

を
明
記
L
た
切
手
を
持
委
し
、
四
附
屋
は
之
を
引
合
は

L
て
真
偽
を
検
し
た
後
、
蹄
闘
の
際
に
山
切
手
を
安
付
し
以

て
交
通
を
取
締
っ
た
の
で
あ
る
出
こ
の
問
嵐
な
る
も
の
が
、
旧
市
L
て
舟
街
己
同
一
の
性
質
の
も
の
な
る
か
、
或
は

舟
の
積
み
来
っ
た
貨
物
の
授
受
及
び
寅
買
の
み
を
司
る
も
の
か
、
明
炉
で
な
い
か
ら
以
下
所
謂
舟
宿
の
み
に
つ
き

て
そ
の
職
能
を
列
摩
す
る
で
あ
ら
う
げ
但

L
そ
の
内
第
は
時
に
よ
ら
多
少
の
竣
見
は
あ
っ
た
慌
で
あ
る
が
、
悲
に

は
概
括
L
て
記
越
す
る
こ
言
、
し
た
ω

L

〔
舟
宿
は
毎
月
大
阪
に
出
入
す
る
舶
数
を
調
貸
し
、
瑚
正
月
六
日
迄
に
大
阪
の
一
公
儀
へ
報
告
す
る
の
義
務
が
ゐ

〉
ヲ
』
。
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同
山
部
と
大
艇
と
の
梅
謹

第
二
十
一
巻

二
百
石
以
上

ω肺
以

一
隻
毎
じ
そ
の
石
高
を
報
告
し
、

又
新
に
建
造
せ
ら
れ
た
姉
及
び
破
舶
は
年
々
十

二
月
刷
に
大
阪
の
ぬ
儀
へ
報
告
す
る
ピ
同
時
に
、
岡
山
の
舟
子
奉
行
へ
も
増
一
紘
一
り
こ
ご
を
具
申
し
た
。

百
般
が
大
阪
に
上
る
場
合
に
は
、
名
宝
又
は
ま
叫
が
大
阪
舟
宿
に
宛

τ、
何
村
誰
某
の
品
川
が
如
何
な
る
貨
物

を
駅
み
、
或
は
伯
舟
を
な
し
て
何
月
何
日
韮
加
を
出
帆
す
る
旨

ω舟
手
形
を
畿
一
行
し
、

着
阪
早
々
之
を
舟
指
に
波

す
。
品
川
山
怖
は
又
之
己
反
割
に
船
一
か
大
阪
を
出
帆
す
る
時
に
名
主
又
は
年
寄
宛
の
舟
手
形
を
交
附
す
o
而
て
こ
の
雨

者
の
舟
手
形
は
一
月
よ
h
六
月
迄

ω分
以
七
月
に
、

七
月
よ
b
十
二
月
迄

ω品
川
は
二
月
に
舟
宿
、

年
寄
及
び
名
主

よ
h
舟
手
へ
提
出
す
る
こ
己
に
な
っ

τゐ
花
。
天
保
十
一
年
の
記
録
に
は
こ
の
日
寸
前
耐
を
殿
格
じ
行
ふ
べ
き
旨
が
記

こ
の
制
度
は
相
官
久
し
き
間
賞
行
せ
ら
れ
た
も
の
己
思
ふ
。

百
れ
て
居
る
か
ら
、

船
大
阪
へ
入
港
し
た
舶
が
若
し
直
接
に
他
国
の
傭
船
ピ
な
ら
叉
は
商
業

ω
目
的
を
以
て
他
国
へ
渡
航
す
る
場

合
-
-
は
、

そ
の
旨
を
舟
宿
へ
似
へ
白
川
宿
は
更
に
之
を
放
局
敷
及
び
本
園
山
名
ト
ー

年
寄
へ
報
告
す
る

ω一
義
務
が
あ

3
z
。

〆
一

a
I白以
上
は
舟
宿
の
行
政
事
務
上
の
職
能
を
越
イ
た
の
で
あ
る
が
・
-
』
の
舟
宿
は
更
に
そ
の
本
来
の
職
龍
た
る
海
員

を
宿
泊
せ
し
む
る
の
外
、
所
調
問
屋
ご
し
て
の
業
務
を
執
っ
た
か
否
か
は
明
か
で
な
い
o

又
問
山
品
川
己
連
絡
の
あ

っ
柁
舟
宿
の
数
は
確
で
な
V
り
れ
戸
』
も
相
蛍

ω数
に
上
っ
た
事
は
大
阪
舟
宿
児
島
屋
某
の
請
願
仏
に
よ
っ
て
覗
ふ

こ
正
が
出
来
る
。
真
に
凡
べ
て
の
刈
宿
が
右
に
述
べ
党
総
な
行
政
事
務
を
行
っ
た
か
奇
か
は
蕊
に
論
断
す
べ
き
資

ヰ
が
な
レ
。

石
鋭
が
行
は
晶
、
に
至
っ
て
か
ら
舟
街
児
島
原
某
は
名
代
町
入
院
厳
尾
仁
兵
衛
古
連
暑
に
て
留
守
居
石
田
源
一
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郎
に
歎
願
し
、
児
島
屋
白
ら
備
前
商
加
支
配
の
舟
宿
一
蜘
ご
な
り
石
俊
徴
牧
の
-
}
ご
に
常
ら
う
ご
し
た
。
そ
の
表
面

上
の
理
由
は
石
銭
受
取
手
形
の
紛
失
に
よ
る
組
々
の
問
題
を
未
然
に
防
止
し
、
品
川
宿
が
一
切
の
責
任
を
負
携
し
よ

う
ご
い
Y

ふ
の
で
あ
る
が
、
謡
政
府
の
認
許
す
る
所
ご
な
ら
す
、
幕
府
の
布
令
過
ち
名
代
町
人
が
徴
牧

L
f。

舟
宿
は
右
の
如
き
椛
々
の
事
務
を
管
掌

L
て
ゐ
た
り
れ
Y
」
も
、
滞
政
府
よ
h
は
何
等
の
報
酬
を
受
け
な
か
っ
た

様
で
あ
る
。
蓋
L
舟
宿
は
新
の
如
き
事
務
を
行
ふ
こ
百
仁
よ
っ
て
海
員
ピ
密
接
な
関
係
を
保
も
色
々
の
利
盆
を
獲

る
こ
吉
が
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
石
銭
徴
牧

ω如
き
煩
雑
な
事
務
を
正
る
事
す
ら
態
々
歎
願
L
て
ゐ
る
の

を
見

τも
F

』
の
純
の
仕
事
が
何
等
か
の
利
盆
を
粛
し
た
事
は
想
像
に
難
〈
な
レ
。
正
徳
二
年
の
記
録
に
は
「
諸
姻

般

ω加
↓
碩
正
も
船
宿
へ
は
相
肱

ω鵡
不
沙
汰
不
仕
従
」
に
ご
の
逮

L
が
あ
る
。
如
何
な
る
方
法
に
よ
h
如
何
な
椴

銭
が
支
挑
は
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
兎
文
八
年
の
問
屋
に
闘
す
る
定
制
中
に
は
、
帆
一
備
に
付
録
子
一
一
分
宛

出
摘
す
べ
き
回
目
が
定
め
て
あ
る
叫
舟
問
屋
も
舟
術
も
鵬
ぽ
同
一
の
事
務
を
行
っ
た
の
村
い
か
ら
、
大
穂
右
の
伐
に
舶

の
積
載
カ
に
肱
じ
帆
一
端
幾
何
の
削
ケ
以

τ械
銭
を
山
し
た
も
の
で
ゐ
ら
う
c
向
ほ
兵
庫
地
の
舟
宿
に
劃
し

τは

入
港
航
の
石
数
を
硝
鐙
を
制
常
て
た
。
文
化
年
中
の
品
川
奉
行
の
布
告
に
は
、
其
舟
街
へ
は
ヒ
一
一
閥
、
他
へ
は
二
附
一
一

歩
一
を
拠
へ
た
事
が
見
え
て
居
品
。
品
世
考
の
潟
め
そ
の
鵡
銭
賦
謀
の
割
合
を
示
し
て
見
ょ
う
凶

五
十
石
よ
り
下
山
船

宿

世

鈍

舟

一

望

よ

り

一

匁

御
叫
地
問
帆
由
度
々
給
り
叩
依

五
十
石
以
上
百
百
十
石
迄

組

百
五
十
一
石
以
上
三
百
石
迄

却

三
百
一
石
以
上
手
石
超

四
鬼

円
第
六
披

五
) 
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岡
山
総
が
如
何
な
る
構
運
組
織
に
依
て
大
阪
己
交
通
L
た
か
は
上
越
す
る
所
を
以

τ明
か
に
さ
れ
、
又
附
山
務

ご
大
阪
ご
の
経
済
関
係
も
略
ほ
覗
は
れ
る
こ
ご
、
思
ふ
。
自
給
自
足
ピ
節
倹
ご
は
徳
川
時
代
を
週
C
て
各
務
の
鰹

傍
政
策
の
第
一
義
で
め
っ
た
。
然
る
に
貨
幣
経
隣
の
俊
生
正
共
に
各
務
は
多
大

ω貨
幣

ω前
裂
に
泊
ら
れ
、
機
て

勤
倹
に
よ
っ
て
蓄
積
せ
ら
れ
た
る
財
貨
を
大
阪
に
移
出
し
て
貨
幣
に
替
へ
、
或
は
之
を
大
阪

ω資
本
家
に
謝
す
る

債
務
弊
憐
に
充
て
・
戒
は
之
を
滞
内
に
移
入
し
て
正
貨
ご
な
す
に
至
・
9
、
断
次
自
給
自
足
主
義
は
崩
壊
L
初
め
、

欧
洲

ωメ
ル
カ

Y

チ
リ
ズ
ム
の
如
き
論
僚
に
困
る
も
の
で
は
な
い
が
、
期
せ
十
し
て
之
ご
同
一
の
結
川
市
を
前

L

h
H
O

附
山
務
に
於
て
も
亦
こ
の
推
移
の
過
訓
慌
を
看
取
す
る
こ
ぜ
が
出
来
る
。

附
山
部
が
大
阪
へ
移
出
し
た
主
な
る
貨
物
は
米
机
眠
、
毛
棉
、
盛
、
焼
物
、
石
材
、
木
材
等
に
し
て
そ
の
数
量
は

年
々
莫
大
で
あ
っ
た
。
然
ゐ
に
陸
上
交
通
機
関
の
畿
違
向
は
充
分
で
な
か
っ
た
蛍
時
に
於

τは
、
之
等
諸
貨
物
は

何
れ
も
般
舶
に
向
1
迩
越
せ
ら
れ
、
附
山
部
内
の
船
舶
は
逐
年
増
加
し
・
海
運
業
は
附
山
端
技
大
産
業

ω-
ピ
な

っ
た
o

大
阪
へ
の
移
出
貨
物
の
数
量
.
船
舶
隻
数
よ
b
ハγ

ふ
も
そ
の
蓮
貨
収
入
が
如
何
に
多
大
で
ゐ
っ
た
か
は
容

易
に
推
断
す
る
こ
己
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
滋
に
於
て
滞
政
府
は
自
己
の
川
政
上

ω必
要
正
、
滞
内
一
般
縦
憐
の

後
厳
正
の
縛
め
に
日
開
々
の
一
舟
迷
施
設
を
鋳

L
、
船
州
出
入
の
監
督
、
地
憾
の
設
位
、
海
難
救
済
法
、
船
舶
金
融
資

買
等
に
意
を
用
ひ
た
o

か
〈
(
て
海
運

ω俊
民
ピ
各
柿
産
業
的
進
歩
芭
は
相
互
に
貢
献
し
‘
一
滞

ω純
情
的
蛍
蓮

を
促
進
し
た
。
貨
に
岡
山
械
の
一
偽
証
は
農
業
に
弐
「
主
要
産
業
で
あ

b
、
特
に
大
阪
ご
の
梅
越
は
最
も
重
大
な
る

意
義
を
有
す
。
岡
山
離
の
経
消
史
は
そ
の
海
運
業

ω畿
述
、
大
阪
附
山
聞
の
海
運
の
賂
史
を
除
外

Lτ
之
を
考
ふ

る
こ
ピ
は
会
〈
不
可
能
で
ゐ
る
。
(
大
正
十
幽
年
明
治
天
皇
柴
山
朝
)
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